
様式第４号（第８条関係）

特殊集団住宅の戸別検針等に関する契約書

 吉川市水道事業 吉川市長       （以下「甲」という。）と

所有者 ㈱○○建設 ㈹○○ ○○ （以下「乙」という。）とは、

吉川市 ○○丁目○○番地○

建築物名 ○○○○○○ の特殊集団住宅における給水装置に係る

戸別検針等に関して次のとおり契約を締結する。

 （目的）

第１条 乙は、特殊集団住宅における給水装置に附帯して設置された

 受水槽以降の装置（以下「給水設備」という。）に係る水道メーター

 （以下「各戸メーター」という。）の戸別検針（以下「戸別検針」と

いう。）及び水道料金の戸別徴収（以下「戸別徴収」という。）の事務

を甲に委託し、甲はこれを受託する。

 （メーターの設置）

第２条 甲は、次に掲げるメーターを乙に無償で貸与する。ただし、

メーターの設置は、乙がその費用をもって工事を施工するものとす

る。

（１）受水槽までの給水装置に設置する水道メーター（以下「親メーター

」という。）

（２）共用栓に使用するメーター

（３）各戸メーター

 （加入者分担金）

第３条 乙は、各戸メーターの口径及び個数に応じて吉川市水道給水条例

 （昭和５４年吉川町条例第２号。以下「条例」という。）第７条に定め

 る加入者分担金を、甲に指定された期限内に納付しなければならない。

２ 検定満期に伴うメーター交換は、甲の負担で行う。

 （維持管理及び保全）

第４条 給水設備の維持管理及び受水槽以降の水質の保全については、乙

 の責任で管理しなければならない。

 （検査）

第５条 甲は、特殊集団住宅として認定している期間について、甲が必要

 と認めた場合は、乙の所有する給水設備の検査を行うことができる。

２ 乙が前項の検査により異常を認めたときは、乙は甲の指示に従い、乙

 の費用でこれを是正しなければならない。

３ 乙は、甲の検査に対し、協力して対処しなければならない。

 （料金内容）

第６条 甲が、乙に請求する水道料金は次に掲げるとおりとする。

（１）共用栓の使用水量

（２）親メーターの計量による使用水量が、各戸メーターの合計使用水量

契約書は、２部作成してください。



  よりも３％を超えた場合は、その超えた水量。

 （所有者の責務）

第７条 乙は、次に掲げる事項について、水道を使用する戸別の使用者

 （以下「使用者」という。）の協力が得られるよう努めなければなら

ない。

（１）使用者が次の事項に該当するときは、条例を準用し、所定の届出

  を甲に提出すること。

  ア 水道の使用を開始するとき。

  イ 水道の使用を休止するとき。

  ウ 水道の名義を変更するとき。

  エ 水道の再使用をするとき。

（２）使用者が水道料金を口座振替により納付すること。

 （代理人の選定）

第８条 乙は、給水設備の管理を第三者に委託した場合は、所有者代理人

 届（様式第５号）を甲に届け出なければならない。

 （所有者の変更）

第９条 乙は、所有者を変更したときは、所有者変更届（様式第６号）を

 甲に届け出なければならない。

２ 乙は、新所有者にこの契約内容を周知しなければならない。

 （契約期間）

第１０条 この契約の有効期間は、契約締結日から翌年３月３１日までと

する。ただし、有効期間満了日の３０日前までに、甲、乙いずれから意

思の表示がない場合は、この契約は更に１年間契約が更新されるものと

し、以後についても同様とする。

 （契約外の事項）

第１１条 この契約書に定めのない事項に関し疑義が生じたときは、甲、

 乙協議して甲の指示に従うものとする。

 この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、当事者記名押印のう

 え、各自その１通を保有する。

年  月  日（提出時は空欄でよい）

（甲）埼玉県吉川市大字会野谷４９６番地

吉川市水道事業

吉川市長 

（乙）住 所  ○○県○○市○○番地○ 

               氏 名  ㈱○○建設

㈹○○ ○○    ㊞


